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論文内容要旨
 肝は生体内臓器の中で最も巨大であり,その生理機能はきわめて複雑多岐にわたり,しかもきわ
 めて重要である。従来,肝疾患の場合に消化管初め他臓器がどのような病変をうけるか,あるいは
 逆に,消化管などの疾患の場合,肝にどのような病変をうけるか,あるいはまた,肝を含めた多臓
 器関連病変による疾患群など,肝をめぐる諸問題の未解決な分野は広大であるeしたがって,諸種
 疾患における肝の生化学的機能検査所見及び組織学的所見に関する研究も多い。
 殊に,胃を通過する血流は門脈系を介して直ちに肝臓に達するため,腎疾患の肝臓に及ぼす影響
 はかなり大ぎいと思われるが殊に,胃癌,胃潰瘍においては,それが増悪すれば,次第に全身に影
 響するため,治療対策からみても,肝の病変程度を知る必要がある。
 著者は,外科手術により病理組織的に確認した胃癌67例,胃潰瘍62例,十二指腸潰瘍2例,
 計131例の手術時に試験切除された肝切片を,組織学的並びに組織細胞化学的に検索した。
 切除肝切片は,切除后2分し,直ちに10%ホルマリン液及び純アルコール液で固定し,ヘマト
 キシリソ・エオジン染色,パパニコ・一染色・ズダソ皿染色・ハイデンハイソ銑ヘマトキシリソ染
 色,銀染色を施した。肝切片の病理組織学的並びに組織細胞化学的検査にあたっては,検査項目の
 主体を,肝細胞の変性・壊死,配列の乱れ,核の大小不同,巨核,結合織の増加,パス顆粒の増減,
 脂肪顆粒の増減,ミトコンドリアの増減,銀線維(銀線維を太いもの,中等度太いもの,細いもの,
 交叉するものに分けた)の増減について検討し,評価点数を0点から6点までの7段階に分けて比
 較検討した。なお,0点は正常,1・2点は軽度の病変または増減,3・4点は中等度,5・6点
 はかなり高度の病変または増減を表わすものとした。
 これらの検索により著者の得た結論は次のとおりである。
 1.癌例と潰瘍例を比較すると,前者が後者より比較的強い変化を示したものは,肝細胞の変性と
 壊死である。また,癌例において僅かに強い程度の変化を示したものは,肝組胞の配列の乱れ,大
 小不同,巨核,グ鞘内細胞浸潤,パス顆粒の減少,ミトコンドリアの減少,太い銀線維・交叉線維
 の増力吸び細し銀縁維の減少であるが,脂肪羅粒の増加,結合織の増加,!ゴ嘆内円形細胞浸潤,中等度り太さの銀
 線維の増加については,癌例,潰瘍例の間にほとんど差を認めなかった。2.早期胃癌例と進行
 胃癌例を比較すると,後者が前者よりも比較的強い変化を示したものに,肝細胞の壊死,結合織の
 増加であり,僅かに強い程度の変化を示したものは,肝細胞の変性,配列の乱れ,大小不同,巨核,
 小葉内円形細胞浸潤,パス顆粒の減少,ミトコンドリアの減少,太い銀線維・交叉線維の増加であ
 る。.3.潰瘍五・皿度と潰瘍W度を比較すると,後者が前者よりも比較的強い変化を示したもの
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 は結合織の増加だけで,肝細胞の変性・壊死・・配列.の乱れ,大小不同,円形細胞浸潤,パス顆粒の
 減少,太い銀線維,中等度の太さの銀線維の増加は,後者においてやや強い程度であった。
 4.癌例と潰瘍例とでは,各所見において量的な差は認められるが,絶対的,本質的な差は認めら
 れない。しかし,肝細胞の変性}壊死・パス顆粒の減少・ミトコンドリアの減少,結合織の増加・
 銀線維の増加には注目すべきである。5.'肝機能検査成績と組織所見を対比してみると,胃癌
 61例では,両者の成績が一致するものは34例,55.7%であり,胃潰瘍59例では,一致する
 ものは22例,37.4%であった。
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 審査結果の要旨
 著者は,外科手術により病理組織的に確認した胃癌67例,胃潰瘍62例,十二指腸潰瘍2例,
 計131例の手術時に試験切除された肝切片を,組織学的並びに組織細胞化学的に検索し,次の結
 論を得ている0
 1)癌例と潰瘍例を比較すると,前者が後者より比較的強い変化を示したものは,肝細胞の変性と
 壊死である02)早期胃癌例と進行胃癌例を比較すると,後者が前者よりも比較的強い変化を示し
 たものは,肝細胞の壊死,結合織の増加である03)潰瘍皿,皿度と潰瘍W度を比較すると,後者
 が前者よりも比較的強い変化を示したものは結合織の増加だけである04)癌例と潰瘍例とでは,
 各所見において量的な差は認められるが,絶対的,本質的な差は認められない。しかし,肝細胞の
 変性,壊死,パス顆粒の減少,ミトコンドリアの減少,結合織の増加,銀線維の増加には注目すべ
 きである05)肝機能検査成績と組織所見を対比してみると,胃癌61例では,両者の成績が一致
 するものは34例,55.7%であり,胃潰瘍59例では,一致するものは22例,37.4%である。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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